
 
 

 

｢タケノコ掘り大会｣ を開催しました   ４月１６日（土） 10：00～12：00 約５００名参加 

                                            
 

 

｢草刈り機の安全講習｣ を受講しました     ５月３０日（日） 14：00～16：00 ７名参加 

  
 

｢ヤゴ救出作戦｣ を開催しました      ６月１２日(日) 10：00～11：00 約４０名参加 

                                     
 

 

｢たなばたの笹｣ を配りました       ７月４日(月) 15：00～16：00 約 100 名参加 

  

山崎公園愛護会ニュース Ｎｏ.５７ ２０１６年９月 

山崎公園竹林広場で｢草刈り機の安全講習会｣が開催され、

土木事務所２名、環境活動支援センター４名の講師のもとに、

山崎公園愛護会 6名、他の愛護会１名の 7名が受講しました。 

竹林広場の拠点倉庫に備蓄されている｢カルマー刈払機｣の

特徴、使い方、機材の手入れなどの説明を受け、個別に実技

指導を受けました。草刈り機は危険を伴うという先入観があ

りましたが、この機種は比較的安全で扱いやすいという特徴

を体感することができました。 

後日、早速に試用して、林床の笹刈りも効率よくできるこ

とを体験しましたので、今後、本機の活躍が期待されます。 

七夕祭りを前にして、竹林から切り出した竹の枝を手ごろ 

な大きさに切り分けて配りました。 

梅雨の晴れ間の蒸し暑い日でしたが幼稚園帰りの親子連

れ、学校を終えた子供など約 60名が次々に来て、好みの大

きさの笹を選んで、振りかざしながら持ち帰りました。 

中川西小放課後キッズクラブの子供たち 45名が団体で来

たり、小学校の先生が 20人分、保育園の先生が小さい笹を

50人分持ち帰りました。 

これを機会に、子供たちが山崎公園に親しみを持ち、自

然に触れる機会を増やしてくれることを願っています。 

天候にも恵まれ、子供連れの家族など例年をしのぐ 500 名

を超える人々が参加されました。 

大勢の参加で採れない人もでるかと危ぶまれましたが、今

年はタケノコの生育が良く、皆さん満足そうに持ち帰られま

した。急な斜面もありますが怪我をされる人もなく、無事に

楽しんで頂くことができました。 

江戸時代からタケノコの産地として知られた環境が、今に

残るのは地域にとっても素晴らしいことです。 

今後も竹林の保全や公園の清掃活動を通じて、この環境を

維持して行けることを願っています。 

プールに育ったトンボの幼虫ヤゴがプールの掃除

で流される前に助けて、トンボに育てようという催

しです。２年前はプール工事、昨年はヤゴの生育不

良？で中止となり、３年振りに開催されました。 

梅雨の晴れ間の好天で、多くの親子連れが集まり、

愛護会の人が大きいプールから子供用のプールへ移

したヤゴを、子供たちは小さい網で楽しそうに掬い

あげて持ち帰りました。シオカラトンボ、アカトン

ボのヤゴがほとんどでしたが、無事にトンボに羽化

するまで育ててくれることでしょう。 



 

ラジオ体操後に ｢ゴミ拾い｣ をしました       ８月２８日(日) 6：45～7：15 約 40 名参加 

  
 

港北ガーデンヒルズ自治会主催のラジオ体操の後で、体操に参加した子供たちと同自治会、中川駅 

周辺の街作りを考える会、山崎公園山崎の池愛護会、山崎公園愛護会の皆さんが一緒になって公園の 

ごみ拾いをしました。今にも降り出しそうな天気でしたが 40名弱が参加して、４班に分かれて広い 

公園のゴミを丁寧に拾って、きれいにして頂きました。 

山崎公園愛護会では毎月２回ゴミ拾いをしていることを伝えて、ご協力をお願いしました。 
 

｢野草保護｣ の話題 

 

① 絶滅危惧種の ｢アサザ｣ が今年もきれいに咲きました 
  ４月 21日(木)にあさざ池にはびこったセリなどを除草しました。６月には小さい池一面に黄色い花 

 が咲き始めました。土木事務所にお願いして｢あさざ池の看板｣も更新して頂きました。 
 

② 珍しい ｢マヤラン｣ が咲いているのが見つかりました 
  ６月下旬に土木事務所の人から南側園路の石段の上に珍しいランが咲いていると連絡を頂き、確認

したところ｢マヤラン｣でした。神戸の摩耶山で見つけられたランで、葉は退化して葉緑素がなく腐植

土から栄養をとる腐生ランの一種です。山崎公園では初見なのでロープ柵で保護しました。 
 

③ 今年も ｢ヤマユリ｣ がたくさん咲きましたが・・・ 
  種から育てたヤマユリは、中川西小学校裏の畑で 184 輪が見事に咲き誇り、幼稚園横のプランター

で 20 輪、林床の苗床では 17 輪と順調に開花しました。しかし、プランターで開花した球根を昨年の

冬に林床に移植して、昨年夏に 27輪が開花した株は、今年は生育が悪く２輪が開花したのみでした。 

  林床に自生しているヤマユリは、昨年は 7ヵ所で 18 株に 21輪が開花しましたが、今年は 5ヵ所で 

8株に 11輪が開花したのみでした。不順な天候が影響したのでしょうか？ 

 ヤマユリ再生プロジェクトは８年目を迎えましたが、畑やプランターでなく、林床に自然の状態で根

付いてくれるまでには、まだまだ試行錯誤が続きます…。 
 

   
  小さい池一面の｢アサザ｣    腐生ランの一種｢マヤラン｣    小学校の畑に咲いた｢ヤマユリ｣ 
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